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特徴

モーターコアブリッジ部の疲労特性を測定いたします

モーターコア材の疲労試験

Cat.No 3E3J-168-00-230914

● 高速回転の遠心力による繰返し荷重を負荷されるモーターコアの疲労特性を測定いたします。

● 応力集中するブリッジ部から小型試験片を採取し、引張疲労試験により材料の疲労限度を測定いたします。

ＥＶ駆動等モータの小型高出力化に伴い毎分数万回転での高速運転が行われています。一方、漏洩磁束を減少させるた
め、磁石モータのロータコアブリッジ部はしばしば数mm幅以下の細い形状に設計されます。このブリッジ部を打ち抜き加工
で製造すると残留応力が発生するため、実コアより採取した試験片で疲労特性を確認するニーズが高まっています。
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